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えびの高原（硫黄山）周辺では、2015年12月頃に出現した熱異常域が次第に拡大し、噴気の量が

増加しています。こうした中で、４月25日から硫黄山南西観測点の傾斜計１）で、硫黄山方向が隆起

する傾斜変動が続いています。 

硫黄山周辺の噴気活動の活発化は、過去にみられていた領域に限定されていますが、硫黄山火口

のごく浅いところでわずかな膨張が続いており、火口周辺に火山灰を降らせる噴火が発生する可能

性があります。 

えびの高原の硫黄山から概ね１kmの範囲では、小規模な噴火に警戒してください。 

平成29年５月９日に火口周辺警報（噴火警戒レベル２、火口周辺規制）を発表しました。その後、

警報事項に変更はありません。 
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○ 活動概況 

・地殻変動の状況（図５～７） 

４月25日から硫黄山南西観測点の傾斜計で、硫黄山付近が隆起する傾斜変動が続いています。

その他の傾斜計には特段の変化は認められていないことから、この傾斜変化は硫黄山の地下の局

所的な膨張によって生じていると考えられます。 

GNSS２）連続観測では、火山活動によると考えられる特段の変化は認められませんでした。 

 

・噴煙など表面現象の状況（図１、図２-①⑤、図８～12） 

硫黄山火口周辺では、火口南側で確認されている顕著な噴気孔を中心に、大きな噴気音を伴う

活発な噴気活動が続いています。噴気の高さは概ね稜線上100ｍ以下で経過していましたが、中

旬以降は時々稜線上300ｍ以上に上がりました。 

硫黄山の北東側で植物の枯死や葉の変色が見られるとの通報を受けて、27日に現地調査を実施

しました。調査の結果、硫黄山火口の北東側で植物の枯死や草木が変色していることを確認しま

した。赤外熱映像装置３)による観測では、硫黄山の北東側に熱異常域は認められていないことか

ら、これらは硫黄山から流下した火山ガスによる影響と考えられます。 

13日及び27日に実施した現地調査では、３月に熱異常域と噴気を確認した硫黄山の西南西側

（韓国岳登山口付近）では、わずかな熱異常域の広がりを確認しましたが、熱水孔の大きさや形

状及び温度に大きな変化は認められず、熱水の孔外への流出はありませんでした。 

 

 
この火山活動解説資料は福岡管区気象台ホームページ（http://www.jma-net.go.jp/fukuoka/）や気象

庁ホームページ（http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/volcano.html）でも閲覧すること

ができます。次回の火山活動解説資料（平成29年８月分）は平成29年９月８日に発表する予定です。 

この資料は気象庁のほか、国土地理院、東京大学、九州大学、鹿児島大学、国立研究開発法人防災科学

技術研究所、宮崎県及び鹿児島県のデータも利用して作成しています。 

資料中の地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の『数値地図 50ｍメッシュ

（標高）』『基盤地図情報』『基盤地図情報（数値標高モデル）』を使用しています（承認番号：平 26

情使、第578号）。 

http://www.jma-net.go.jp/fukuoka/
http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/volcano.html
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１）火山活動による山体の傾きを精密に観測する機器です。火山体直下へのマグマの貫入等により変化が観測されるこ 

とがあります。１μradian（マイクロラジアン）は１km先が１mm上下するような変化です。 

２）GNSS（Global Navigation Satellite Systems）とは、GPSをはじめとする衛星測位システム全般を示す呼称です。

３）赤外熱映像装置は物体が放射する赤外線を感知して温度分布を測定する測器です。熱源から離れた場所から測定す

ることができる利点がありますが、測定距離や大気等の影響で実際の熱源の温度よりも低く測定される場合があり

ます。 

４）火口から放出される火山ガスには、マグマに溶けていた水蒸気や二酸化硫黄、硫化水素など様々な成分が含まれて

おり、これらのうち、二酸化硫黄はマグマが浅部へ上昇するとその放出量が増加します。気象庁では、二酸化硫黄

の放出量を観測し、火山活動の評価に活用しています。 

 

現地調査及び硫黄山火口周辺に設置した噴出物採取器による観測では、新たな噴出物は認めら

れませんでした。 

 

・火山ガスの状況（図２-④⑧） 

13日に実施した現地調査では、火山ガス（二酸化硫黄）放出量 4)は、１日あたり 20トンと前

月（６月：数トン～20トン）と同程度でした。 

 

・地震や微動の発生状況（図２-②③⑥⑦、図３～５） 

火山性地震は時々発生し、月回数は32回（６月：21回）と少ない状態で経過しています。こ

のうち震源が求まった火山性地震は５個で、硫黄山付近の海抜下０～１kmに分布しました。 

火山性微動は2016年12月13日以降、観測されていません。 

15日から17日にかけて、火口近傍に設置してある霧島硫黄山２観測点の地震計で捉えられる

程度の震動がわずかに大きくなりました。これは噴気活動の高まりに伴うものと考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 硫黄山付近の状況 

（７月26日 えびの高原監視カメラによる） 
 

硫黄山火口周辺の噴気の高さは、最高で稜線上300ｍ以上に上がりました。 
 

硫黄山 

韓国岳 火口周辺の 
稜線上の噴気 
（図12のＡ） 
 南西側の噴気 

（図12のＢ） 

西南西側の噴気 

（図12のＣ） 

 

西斜面の噴気 

（図12のＤ） 
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図２ 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 火山活動経過図（2013年12月～2017年７月） 
 

＜７月の状況＞ 

・硫黄山火口周辺の噴気の高さは、概ね稜線上100ｍ以下で経過していましたが、中旬以降は時々

稜線上300ｍ以上に上がりました。 

・７月の火山性地震の回数は、32回（６月：21回）と少ない状態で経過しています。 

・火山性微動は2016年12月13日以降観測されていません。 

・火山ガス（二酸化硫黄）放出量は、１日あたり20トンと前月（６月：数トン～20トン）と同程

度でした。 
 

④、⑧の×印は、火山ガス（二酸化硫黄）が検出されなかったことを示しています。 

⑥の赤線は地震の回数の積算を示しています。 

2016年２月10日14時43分頃に発生した火山性微動は、韓国岳北東観測点が欠測中だったため 

③のグラフには掲載していません。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

70回 

70回 

2014年11月26日観測開始 

53回 

稜線上の噴気の高さ（日最高） 

稜線上の噴気の高さ（日最高） 
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図３ 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 震源分布図（2015年１月～2017年７月） 
 

＜７月の状況＞ 

震源は、硫黄山の海抜下０～１km付近に分布しました。 
 

※えびの高原（硫黄山）周辺の震源のみ図示しています。 

図４ 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 火口近傍に設置した地震計の１分間平均振幅の推移 

（霧島硫黄山２観測点上下動：2017年７月14日～７月20日） 
 

７月15日から17日にかけて、火口近傍に設置してある霧島硫黄山２観測点の地震計で捉えら

れる程度の震動がわずかに大きくなりました。これは噴気活動の高まりに伴うものと考えられま

す（赤破線矢印は地震計の振幅の増減を示します）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 :2017年７月の震源 

 :2015年１月～2017年６月の震源 
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天候不良による 
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図５ 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺）硫黄山南西傾斜計の傾斜変動と火山性地震の日別回数 

（2016年12月～2017年７月） 

＜７月の状況＞ 

４月25日から硫黄山南西観測点の傾斜計で、硫黄山付近が隆起する傾斜変動が続いています。 
 

 

＊硫黄山南西観測点の傾斜変動は、南北方向 2.1×10-7rad/day、東西方向 2.6×10-7rad/day のトレンド補正

を行っています。 

＊降水による変動も含まれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

硫黄山付近が隆起する

一時的な傾斜変動 

硫黄山付近が 

隆起する傾斜変動 

４月25日 

長期的には硫黄山付近が

隆起する傾向 

2.1×10-7rad/day 

2.1×10-7rad/day 

2.6×10-7rad/day 

2.6×10-7rad/day 

稜線上の噴気の高さ（日最高） 
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図6-1 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） GNSS連続観測による基線長変化 

（2011年４月～2017年７月） 
＜７月の状況＞ 
火山活動によると考えられる特段の変化は認められませんでした。 
 
これらの基線は図７の①～⑥に対応しています。 
緑色の破線内は気象の影響による乱れとみられます。 

灰色の部分は機器障害による欠測を示しています。 

 

2013年３月22日解析開始 

原因不明のステップ 

2013年３月22日解析開始 

2013年３月22日解析開始 

2013年３月22日解析開始 

2013年３月８日解析開始 

原因不明のステップ 

解析手法の変更 
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図6-2 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） GNSS連続観測による基線長変化 
（2011年４月～2017年７月） 

＜７月の状況＞ 
火山活動によると考えられる特段の変化は認められませんでした。 
 
これらの基線は図７の⑦～⑫に対応しています。 
緑色の破線内は気象の影響による乱れとみられます。 

灰色の部分は機器障害による欠測を示しています。 

（国）：国土地理院 

2014年10月21日解析開始 

2013年３月22日解析開始 

2013年３月20日解析開始 

2014年10月21日解析開始 

2014年10月21日解析開始 

2014年10月21日解析開始 

⑩ 

⑪ 

解析手法の変更 

⑫ 
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図７ 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） GNSS連続観測点と基線番号 
 

小さな白丸（○）は気象庁、小さな黒丸（●）は気象庁以外の機関の観測点位置を示しています。 

（国）：国土地理院 
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図８ 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 硫黄山火口の北東側に分布する変色域の状況（７月27日） 

上段：硫黄山の稜線から撮影      中段：硫黄山北東側の可視及び熱画像 

下段：植物の枯死や葉の変色の状況 

・硫黄山火口の北東側（赤破線の内側）で植物が枯死（変色）していることを確認しました。 

・硫黄山の北東斜面には熱異常域は認められませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● ：赤丸は撮影位置 

 

 ：黒矢印は撮影方向 

 

 ：想定火口（半径250ｍ） 

甑岳 

韓国岳 

硫黄山 

図９ 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 図８の撮影位置と変色域の分布領域 

硫黄山火口の北東方向（赤破線の内側）で植物の枯死や草木が変色していることを確認しました。 

 

2017年７月27日（曇）

2017年７月27日（曇）

2017年７月27日13時24分

地理院地図 

● 

● 

● 図８下段 

図８上段 

図８中段 

500ｍ 
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図10 霧島山（えびの高原(硫黄山)周辺） 硫黄山西南西側（図12のＣ及びその周辺）の状況 

（韓国岳登山口から観測）  
 

７月13日と27日の観測を比較して、熱異常域の分布にわずかな拡大が認められました（白破線内）。 
 

＊６月４日と７月13日の観測は、やや日射の影響が加わっています。 

＊赤破線は熱水孔の位置及び大きさを示しています。６月４日に確認した熱水孔は、７月13日及び27日の 

観測では拡大しており、赤破線で示す大きさが異なります。 

 

 

2017年６月４日14時07分（晴） 
気温23.3℃ 

2017年６月４日14時07分（晴）

2017年７月27日（曇）

2017年７月27日10時41分（曇）
気温22.7℃

2017年７月13日13時17分（薄曇）
気温28.8℃

６月４日に確認した熱水孔 
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図11 霧島山（えびの高原(硫黄山)周辺） 硫黄山西南西側（図12のＣ及びその周辺）の状況 

（韓国岳登山口から観測） 
 

・27日に実施した調査では、熱水孔の大きさは270cm×200cm（赤破線）で、６月30日及び７

月13日と比較して大きな変化はありませんでした。 

・熱水の温度は93.0℃（７月13日：92.0℃、６月30日94.1℃）で大きな変化はなく、熱水

の孔外への流出はありませんでした。 

 

2017年７月13日（薄曇）

2017年６月30日（曇）

2017年７月27日（曇）2017年７月27日（曇）
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図12 霧島山（えびの高原(硫黄山)周辺） 主な噴気位置と現地調査観測点位置 

   噴気及び熱異常域（Ａ）～（Ｄ）は、えびの高原監視カメラの画像（図１）のＡ～Ｄに対応 

しています。 

：橙領域は火口内及び火口周辺の主な熱異常域。 

：緑丸は主な熱水の湧出箇所。 

：赤丸は顕著な噴気孔。 

：白丸は観測位置。 

：黒矢印は撮影方向。 

（Ｂ）南西側の噴気及
び熱異常域 

（Ａ）火口周辺の噴気
及び熱異常域 

（Ｃ）西南西側の噴気
及び熱異常域 

（Ｄ）西斜面の噴気
及び熱異常域 

図10、11 
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新燃岳 

 
 

○ 活動概況 

・噴煙など表面現象の状況（図１、図４-①⑤） 

監視カメラによる観測では、14日に噴煙が火口縁を越えて100ｍまで上がりましたが、その他

の期間で火口縁を越える噴煙は観測されませんでした。西側斜面の割れ目付近では、時々噴気が

上がるのを観測しました。 

 

・地震や微動の発生状況（図２、図３、図４-②③⑥⑦） 

火山性地震は時々発生し、月回数は59回で前月（６月：142回）より減少しました。このうち

震源が求まった火山性地震は 12個で、新燃岳のごく浅いところから海抜下１km付近に分布しま

した。 

火山性微動は2017年６月12日以降、観測されていません。 

 

・地殻変動の状況（図３、図５、図６） 

地殻変動観測では、火山活動によると考えられる特段の変化は認められませんでした。 

 

火山活動に特段の変化はありませんが、火山性地震が時々発生しており、火口内や西側斜面の割れ

目付近で、引き続きやや温度の高い部分が観測されていることから、その付近では火山灰や火山ガス

等の規模の小さな噴出現象が突発的に発生する可能性がありますので注意してください。 

なお、これまでの噴火による火山灰などの堆積等により道路や登山道等が危険な状態となっている

可能性があるため、引き続き地元自治体等が行う立入規制等に留意してください。 

噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）の予報事項に変更はありません。 
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図１ 霧島山（新燃岳） 噴煙の状況 

上図：７月14日 鹿児島県姶良・伊佐地域振興局の大浪池監視カメラ 

下図：７月13日 韓国岳監視カメラ 
 

・14日に噴煙が火口縁上100ｍまで上がりましたが（上図）、その他の期間で火口縁を越

える噴煙は観測されませんでした。 

・西側斜面の割れ目付近で、時々噴気が上がりました（下図）。 

火口縁上100ｍの噴煙 

西側斜面の割れ目付近の噴気 
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図３ 霧島山（新燃岳） 新燃岳北東観測点の傾斜変動と火山性地震の日別回数 

（2017年３月～2017年７月） 
 

＜７月の状況＞ 

火山活動によると考えられる特段の変化は認められませんでした。 

図２ 霧島山（新燃岳） 震源分布図（2010年１月～2017年７月） 
 

＜７月の状況＞ 

震源は、新燃岳のごく浅いところから海抜下１km付近に分布しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日別地震回数 

↓４月28日復旧 

降水による変動 

:2017年７月の震源 

:2010年１月～2017年６月の震源 
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図４ 霧島山（新燃岳） 火山活動経過図（2003年１月～2017年７月） 
 

＜７月の状況＞ 

・14日に噴煙が火口縁上100ｍまで上がるのを観測しました。 

・火山性地震の月回数は59回で、前月（６月：142回）より減少しました。 

・火山性微動は2017年６月12日以降、観測されていません。 
 

⑥の赤線は地震の回数の積算を示しています。 

④、⑧の×印は、二酸化硫黄が検出されなかったことを示しています。 

2011年６月16日～2012年２月17日の期間は、新燃岳南西観測点の障害のため、新燃西(震)観測点及び 

霧島南(震)観測点で計数しています。（震）：東京大学地震研究所 

12000 

11000 

1784～4096 
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図5-1 霧島山（新燃岳） GNSS連続観測による基線長変化（2010年１月～2017年７月） 
 

＜７月の状況＞ 

火山活動によると考えられる特段の変化は認められませんでした。 
 

これらの基線は図６の①～⑥に対応しています。 

緑色の破線内は気象の影響による乱れとみられます。 

2010年10月以降のデータについては、電離層の影響を補正する等、解析方法を改良しています。 

灰色の部分は機器障害による欠測を示しています。 

 

2011年４月１日解析開始 

2010年10月１日解析開始 

2013年３月22日解析開始 

霧島山(新燃岳) 噴火 

2013年３月22日解析開始 

解析手法の変更 
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図5-2 霧島山（新燃岳） GNSS連続観測による基線長変化（2010年１月～2017年７月） 
 

＜７月の状況＞ 

火山活動によると考えられる特段の変化は認められませんでした。 
 

これらの基線は図６の⑦～⑪に対応しています。 

緑色の破線内は気象の影響による乱れとみられます。 

灰色の部分は機器障害による欠測を示しています。 

（国）：国土地理院 

 

2013年１月１日解析開始 

2013年３月22日解析開始 

2011年４月１日解析開始 

2013年３月22日解析開始 

2014年10月21日解析開始 

解析手法の変更 

(国)-新床（基準値 3311.995ｍ） 
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図６ 霧島山（新燃岳） GNSS連続観測点と基線番号 
 

小さな白丸（○）は気象庁、小さな黒丸（●）は気象庁以外の機関の観測点位置を示しています。 

（国）：国土地理院 
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御 鉢 

 

 

○ 活動概況 

・噴煙など表面現象の状況（図１、図２-①） 

火口縁を越える噴煙は認められませんでした。 

 

・地震や微動の発生状況（図２-②～⑤） 

火山性地震の月回数は３回（６月：２回）と少ない状態で経過しています。 

火山性微動は2016年12月６日以降、観測されていません。 

 

・地殻変動の状況（図３、図４） 

地殻変動観測では、火山活動によると考えられる特段の変化は認められませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

火山活動に特段の変化はなく、噴火の兆候は認められません。 

噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）の予報事項に変更はありません。 

図１ 霧島山（御鉢） 御鉢の状況（７月31日、猪子石監視カメラによる） 

御鉢 

高千穂峰 
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図２ 霧島山（御鉢） 火山活動経過図（2003年１月～2017年７月） 
 

＜７月の状況＞ 

・火口縁を越える噴煙は認められませんでした。 

・火山性地震の月回数は３回（６月：２回）と少ない状態で経過しています。 

・火山性微動は、2016年12月６日以降、観測されていません。 

 23～ 

55分 

４時間 16分 
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図３ 霧島山（御鉢） GNSS連続観測による基線長変化（2010年１月～2017年７月） 
 

＜７月の状況＞ 

火山活動によると考えられる変化は認められませんでした。 
 

これらの基線は図４の①～⑥に対応しています。 

緑色の破線内は気象の影響による乱れとみられます。 

2010年10月以降のデータについては、電離層の影響を補正する等、解析方法を改良しています。 

灰色の部分は機器障害のため欠測を示しています。 

 

2010年10月１日解析開始 

2010年10月１日解析開始 

2011年１月１日解析開始 

2013年１月１日解析開始 

2013年４月７日解析開始 

御池観測点のセンサー交換による 

解析手法の変更 
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図４ 霧島山（御鉢） GNSS連続観測点と基線番号 
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霧島山 観測点配置図 
 

小さな白丸（○）は気象庁、小さな黒丸（●）は気象庁以外の機関の観測点位置を示しています。 

（国）：国土地理院、（防）：防災科学技術研究所、（震）：東京大学地震研究所 

（九）：九州大学、（鹿大）：鹿児島大学、（宮）：宮崎県、（鹿）：鹿児島県 


